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～タイ事業の新たな方向性を探る～
タイ奨学金担当理事　　西村　尚子

　バンコクにある国際空港から
地方便に乗り換えて１時間。
福岡から１日がかりでやっと
ウドンタニ空港に到着したと
きは、もう既に日が暮れていた。
空港を出ると、11月にもかかわ
らずムワーとした熱気にはバン

コクのそれとはまた少し違った現
実的な厳しい空気感がある。空港では

奨学金担当のスラポン先生が私達を迎えてくれた。“ニシ
ムラは昔からずっとこのオレンジ色のスーツケースだね、”
と笑う。約８年前にタイを初めて訪れる時に、空港ですぐ
に見つけられるようにと年甲斐もなくド派手な色を選んだ
のだ。今は傷だらけのこのスーツケースは、毎回、里親さ
んから里子へのプレゼントや里子からの感謝の手紙など、数々
の人々の想いを運んできた。そして、イサーン地方の赤い
土と子ども達の笑顔、その裏にある数々の悲しみを体験し
ている。
　今回の訪問で見たクーキャオ校は、国と地域の支援を受
けて質素ながらも美しい環境の学校へと変わっていた。子
ども達が通いたくなるような学校。タイではいわゆる「夢
の学校」という。学費も教科書も無料である。しかし、学
校へ通うには制服・靴・鞄･バス代・毎日の昼食代など、
この地域で自分の農地を持たない20％の家庭には大きな負
担となる。今回のアンケートの結果では、中学１年生のク
ラスで２名の子どもが貧しさのために実際に学校を退学し
ている。家庭の収入と学費として支払う費用を比べると、
子どもを学校に通わせることができないのだ。10日間の調
査期間で、僧侶・村の長老や村長たち・小学校の先生方や
診療所の先生・養護学校などに、昼食をとる時間も惜しみ、
毎日暗くなるまで聞き取り調査を行った。学校でのミーティ
ングも数回行い、子ども達のために何ができるのかを真剣
に話し合った。最後のミーティングでは、米の収穫時期の
休日で大変忙しい時にもかかわらず、校長先生を含めて19
人の先生方が集まってくれた。
　この地域にも格差があり、本当に貧しい子どもには今の
奨学金の金額では足りない。昼食代でさえ以前の３倍（15

バーツ）になっている。お金が必要な子、制服などを支給
してほしい子など家庭の状況は様々である。もちろん、全
ての子ども達を助けることなどできるはずがない。しかし、
もっと有効な奨学金の使い道があるのではないだろうか。
話し合いはノンストップで３時間半にも及んだ。そして、
彼らの中から、学校で新しくプロジェクトを立ち上げて、
より多くの子どもが学校に来れるように基金を創設したい
という意見が出た。学校で新しい農業の方法を学んだりこ
の地方特有の技術を学んだりすることで、子ども達が幸せ
になるための勉強ができる。できた品物を売り、そのお金
を基金に充てて貧しい子ども達がそのお金で学校に通うこ
とができる。「できる」という想いと「日本の人と一緒に
する」ということは大きな力になるだろう。人を育てると
いうことは長い年月が必要である。1990年から築いてき
た日本からの奨学金事業を通して、私たちはタイの子ども
達の心の支えになってきた。その子ども達が今、先生となっ
て７人がクーキャオ校へ戻ってきており、他の先生方と一
緒に自分たちの知識でプロジェクトを実行したいと声をあ
げた。もちろん皆ボランティアである。次代を担う若者が
TPAの理念を受け継ぎ広げていくことができる。私たちの
支援の道のりは、彼らの自立への道へとつながっている。
最後にスラポン先生の言葉をお伝えしたい。「私は貧しさ
のために１年間学校へ通うことができませんでした。でも、
諦めることはありませんでした。なぜなら、明日を目指し
て歩き続ける先には希望へと続く
道があったからです。」私の
オレンジのスーツケースは
大切な想いを日本へと運
んできた。８年たって
もやっぱり彼らのこと
が好きなのは、人な
つっこい子ども達の眼
差しや少しのんきでも
歩むことを諦めない彼
らの誠実さ故だろう。今、
オレンジ色は私のラッキー
カラーとなっている。



〜
村
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ロ
ジ
ェ
ク
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活
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だ
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り
〜

〜
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
だ
よ
り
〜

　
村
プ
ロ
こ
と
村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
八
月
下
旬
よ
り
始
動
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動
報
告
を
し
ま
す
。村
プ
ロ
の
活
動
は
大
き
く
分
け

て
三
つ
あ
り
ま
す
。

　（
当
事
業
は
、佐
賀
市
よ
り
中
山
間
地
の
過
疎
化
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て

事
業
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。）

　
こ
れ
ら
三
つ
の
事
業
を
お
こ
な
う
た
め
に
も
、ま
ず
地
域
を
理
解
す
る
こ
と

が
必
須
で
す
。今
現
在
は
対
象
地
域
へ
行
き
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、イ
ベ
ン
ト
、農

林
業
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、地
域
の
理
解
と
と
も
に
人
脈
作
り
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、村
プ
ロ
の
上
記
三
つ
の
柱
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
に
体
当
た
り
で

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
！
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
応
援
お
願
い
し
ま
す
！！

(

担
当
：
岩
永)

●PRA／PLA手法を使った集落
調査 

●PCMを使ったプランニング 

●パイロット事業 
→これらは主に国際協力のフ

ィールドで使

用されているもので、住民参加
型の手法で

あり、住民のモチベーションが
向上し、自

立発展性の高い事業ができる。

１．中山間地元気応援事業 

 

自分自給率とは？
→自分で栽培したものを消化しよう。また、知っている農家、自分の知っている工場の人から買うことで自分自給率を上げていこう！（大豆一握り運動、マイハタケ運動、生ごみ堆肥等）
●キャンペーン、セミナーや、イベントなどを行いPRしていく。 
 

２．自分自給率向上事業 
 

●都市部校区単位と山村集落の
定点交流 

●子どもの山村体験交流 

●産直による農産物販売→安心
安全な山村

の食べ物を都市部の固定客に販
売する。 

３．地域間交流事業 

 

自分自給率向上事業 
 



テラネット
全 国 大 会
 幣立

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
五
日（
土
）〜
六
日（
日
）

熊
本
県
蘇
陽
町
の
幣
立
神
宮
内
、
世
界
平
和
道

場
（
つ
ま
り
、
佐
藤
会
長
の
ご
自
宅
）
で
テ
ラ

ネ
ッ
ト
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ラ
ネ
ッ
ト
全
国
大
会
は
「
地
球
市
民
運
動
」

に
賛
同
し
活
動
す
る
す
べ
て
の
方
が
集
い
語
ら

う
会
で
す
。
特
に
全
国
十
二
箇
所
に
あ
る
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
同
志
と
の
年
に
一
度
の
お
集
ま
り

の
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
、
岐
阜
、
福
岡
、
北
九
州
、
熊
本
の
地

区
地
球
市
民
の
会
、
夢
の
学
校
を
つ
く
る
会
、

佐
賀
か
ら
は
理
事
や
会
員
が
集
い
総
勢
二
十
六

名
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
五
日
は
久
し
ぶ
り
に
詰
ま
っ
た
皆
さ

ん
が
近
況
を
語
り
合
い
、
活
動
を
報
告
し
あ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
特
に
、
古
賀
前
会
長
が
亡

く
な
ら
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
の
全
国
大
会
と
い

う
こ
と
で
、
地
区
地
球
市
民
の
会
が
心
配
さ
れ

て
い
た
「
こ
の
先
、
地
球
市
民
の
会
は
ど
こ
へ

向
か
っ
て
い
く
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
最
新
の
地
球
市
民
の
会
理
事
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
進
行
中
の
事
業
の
報
告
が

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
球
市
民
の
会
の
国
際
協
力
事
業
、
タ
イ
事

業
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
業
・
ス
リ
ラ
ン
カ
事
業
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
発
展
的
に
継
続
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
な
お
も
注
力
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
五

周
年
記
念
事
業
で
提
唱
さ
れ
た
「
農
」
の
事
業

に
つ
い
て
も
改
め
て
そ
の
考
え
方
を
説
明
し
、

そ
の
延
長
上
に
あ
る
、
中
山
間
地
元
気
応
援
事

業
（
村
プ
ロ
）、
自
分
自
給
率
向
上
事
業
、
地

域
間
交
流
事
業
に
つ
い
て
具
体
的
な
進
め
方
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
・

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
企
業
と
の
協

働
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
（
近
日
詳
細

を
ご
説
明
差
し
上
げ
ま
す
）
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
懇
親
会
で
、
こ
こ
か
ら
、
当
日
公

務
で
お
忙
し
い
中
、
古
川
　
康
　名
誉
会
長
（
佐

賀
県
知
事
）
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
夜
遅

く
ま
で
楽
し
い
同
志
の
ひ
と
時
は
続
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
早
朝
六
時
か
ら
幣
立
神
宮
清
掃
活
動

を
行
な
い
、
春
木
宮
司
に
は
無
理
を
お
願
い
し

七
時
か
ら
幣
立
神
宮
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
前
日
天
然
酵
母
を
使
っ
た
佐
藤

会
長
の
ご
家
族
に
よ
り
作
ら
れ
た
心
づ
く
し
の

手
作
り
石
釜
焼
き
パ
ン
を
朝
食
と
し
て
頂
き
、

二
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
幣
立
神
宮
か
ら
わ

ず
か
な
距
離
で
自
然
学
校
を
経
営
す
る
杉
田
英

治
さ
ん
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
五
ヶ
瀬
自

然
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
。
杉
田
さ
ん
は
栃
木

県
出
身
の
冒
険
野
郎
で
、
プ
ロ
の
カ
ヌ
ー
ガ
イ

ド
で
す
。
ア
ラ
ス
カ
の
ユ
ー
コ
ン
川
を
源
泉
か

ら
河
口
ま
で
単
独
紀
行
や
チ
ベ
ッ
ト
の
少
数
民

族
の
村
へ
の
単
独
旅
行
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

し
た
。
縁
あ
っ
て
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
に
移
転
し
、

カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地

球
市
民
の
会
　
副
会
長
　
山
口
久
臣
氏
と
出
会

い
、
そ
の
口
車
に
乗
り
、
自
然
学
校
を
「
だ
ま

さ
れ
て
、
つ
い
、
作
っ
て
し
ま
っ
た
」
そ
う
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
持
ち
前
の
セ
ン
ス
か
、
冒
険

野
郎
の
向
こ
う
見
ず
か
、
行
政
を
含
め
た
多
く

の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
素
晴
ら

し
い
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
自
然

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
過

疎
地
域
の
地
域
お
こ
し
事
業
も
行
な
っ
て
お
り
、

「
地
域
の
人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
『
自
然
学

校
』
の
本
当
の
意
味
だ
」
と
語
る
す
て
き
な
方

で
し
た
。

　
そ
し
て
、
六
日
日
曜
日
十
二
時
頃
す
べ
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
し
て
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
帰

路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

in

近況報告をしています。 

古川名誉会長、佐藤会長、多良副会長、西村一守理事、西村尚子理事、八田理事、みんな酔っ払って「いい感じ！」 

五ヶ瀬自然学校理事長　杉田英治さんと地球市民の会古川名誉会長をはじめ悪党軍団 





畑さん、いよいよお別れです・・・・ 
畑さんがＴＰＡを退職して別の道へ歩き始める事を聞いたのは、私がここで働きだして3ヶ月くらいたった頃でした。 
びっくりしゃっくり？!　まだ、仕事にも慣れずに、バタバタしていた私は、先行き不安でいっぱいになったのを思い出します。 
事務局の陰の大黒柱で大車輪の役割を担っていた畑さんの穴埋めは、事務局員全員一致団結してかからないと大変でしょう。
でも、畑さんがきっと悩み悩んで出した答えだと思うので、これから高くでっかいハードルをクリアしていかなければならない
畑さんを大きな拍手で送り出したいと思います。 
 

フレー　フレー　畑　恵子　!！!フレー　フレー　畑　恵子　!！!フレー　フレー　畑　恵子　!！!フレー　フレー　畑　恵子　!！!



「（略）今回の歌之介師匠の独演会は、師匠と公私共に親しくされておりました（当会創始者の）古賀武夫先生も望まれていまし
たので、ここに実現できましたことは、私達も大変嬉しく思っております。（略）日頃、古賀武夫先生は、『人間は笑いが一番（大切）。』
ということをよく言われておりました。（略）皆様方にも、歌之介師匠の楽しいお話で大いに笑っていただき、気持ちを明るく、
そして、元気になっていただけたらと思っております。（略）」



山口　則子



古賀道場「ようこそ先輩シリーズ」第8弾 

ホームページ：http://kogadojo.com

池田さんを指導されていた頃の武夫先生
怖いものなしの32才！！
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